
2021年業績 

 

【論文発表】 

B 邦文 

（B-a）原著論文 

1.  吉野走、山根理恵子、佐道紳一、本多美佳子、林田颯志、岩村直矢、本吉康英、 

市川辰樹、樋口則英、ピボキシル基含有抗菌薬中止により高アンモニア血症が改善し

た成人肝硬変症例、日本病院薬剤師会雑誌、Vol.75、79-83、2021. 

2.  松永典子、樋口則英、里加代子、渡辺一章、井上高彦、増田淳士、吉村彰剛、廣瀬知子、

兒玉幸修、佐々木均、経管投与患者・薬学的管理チェックシートおよび内服薬の経管

投与時のマニュアルの病院薬剤師に対する認知度および有用性の評価、日本病院薬剤

師会雑誌、57(5)、535-542、2021. 

3.  大塚早紀、橋詰淳哉、成末まさみ、中世古まなみ、福田里香、矢野未来、杉本悠花、樋

口則英、森本仁、上島泰二、江藤りか、中村忠博、長崎地区での CKD 啓発活動による

病院・薬局薬剤師の意識変化、日本病院薬剤師会雑誌、57(9)、967-973、2021. 

4.  林田颯志、山本早絵、佐道紳一、吉野走、川原隆、六倉和生、樋口則英、認知症サポー

トチームにおける薬剤師の薬学的介入に関する実態調査、日本病院薬剤師会雑誌、

57(10)、1086-1091、2021. 

 

【学会発表】 

B 国内発表 

（B-b）一般演題 

1.  佐道紳一、吉野走、岩村直矢、澤井豊光、樋口則英、門田淳一、ESBL 産生大腸菌が分

離された尿路感染症患者および尿由来の菌血症患者における CMZ 投与群と MEPM 投

与群の比較、第 68 回日本化学療法学会東日本支部総会、2021 年 10 月 27 日～10 月 29

日（Web 開催）  

 

 

2020年業績 

 

【論文発表】 

B 邦文 

（B-a）原著論文 



1.  中川博雄、佐道紳一、岡田昌之、今村政信、福重友理、樋口則英、成末まさみ、佐々木

均、室高広、抗がん薬無菌調製における薬品搬入時の消毒法に関する検討、日本病院

薬剤師会雑誌、56(1)、53-55、2020. 

 

【学会発表】 

B 国内発表 

（B-a）招待講演等 

1.  樋口則英、薬剤師の立場から、治験で困ったことと対応、第 20 回 CRC と臨床試験の

あり方を考える会議 2020 in 長崎（長崎）、2020 年 11 月 3 日～16 日（Web 開催） 

 

（B-b）一般演題 

1.  林田颯志、佐道紳一、岩村直矢、對馬秀樹、一瀬将広、樋口則英、血液透析患者におい

て急性前骨髄球性白血病の寛解導入療法と地固め療法の投与設計を行い奏功した 1 例、

第 30 回日本医療薬学会年会（名古屋）、2020 年 10 月 24 日～11 月 1 日（Web 開催）  

2.  前山美和、三浦伊代、田嶋真理子、濱口利恵子、田島純子、稲岡奈津子、里加代子、松

永典子、久松徳子、相良郁子、鎌田昭江、高畠英昭、泉野浩生、山野修平、樋口則英、

川崎英二、精神科病棟における NST 介入の効果と臨床的意義、第 23 回日本病態栄養学

会年次学術集会（京都）、2020 年 1 月 24 日～26 日 

3.  岩村直矢、佐道紳一、山口文子、山口楓、山下裕、樋口則英、慢性腎臓病教育入院にお

ける医薬品教育資料作成と評価、第 1 回長崎県薬剤師学術大会（長崎）、2020 年 2 月 16

日 

 

2019年業績 

 

【論文発表】 

B 邦文 

（B-a）原著論文 

1.  橋詰淳哉、松丸由美、金澤絵莉、樋口則英、黄智剛、兒玉幸修、神田絋介、山崎拓也、

本田琢也、日高重和、中村忠博、室高広、北原隆志、佐々木均、ネダプラチン・5-FU

併用療法における好中球減少・血小板減少の危険因子解析、医療薬学、45（11）、616-625、

2019. 

2.  橋詰淳哉、黄智剛、岩永真理恵、樋口則英、神田紘介、兒玉幸修、中村忠博、北原隆志、 

佐々木均、室高広、イリノテカン・5-FU 併用療法におけるアプレピタント併用下での

パロノセトロンの有用性評価、日本緩和医療薬学雑誌、12（3）、67-74、2019. 



3.  中川博雄、伊東潤一、岡田昌之、岩村直矢、今村政信、北原隆志、佐々木均、室高広、

病棟配置された軟膏剤やクリーム剤の衛生管理に関する複数施設での実態調査、日本

環境感染学会誌、34（3）、176-181、2019. 

 

（B-d）紀要 

1. 樋口則英、ファルマ：県立広島病院 見学報告、全国自治体病院協議会雑誌、58（11）

1601-1603, 2019. 

2. 樋口則英、ファルマ：薬剤師の職能を通じて患者さんと地域住民の健康な生活を確保す

る、全国自治体病院協議会雑誌、58（7）1038-1041, 2019. 

3. 樋口則英、病院紹介：薬剤師の職能を通じて患者と地域住民の健康な生活を確保する、

日本病院薬剤師会雑誌、55（4）452-453, 2019. 

 

【学会発表】 

B 国内発表 

（B-b）一般演題 

1.  山本早絵、林田颯志、佐道紳一、吉野走、川原隆、六倉和生、樋口則英、認知症サポー

トチームにおける薬剤師の必要性に関する評価、第 29 回日本医療薬学会年会（福岡）、

2019 年 11 月 2 日～4 日 

 

 

2018年業績 

【論文発表】 

B 邦文 

（B-a）原著論文 

4. 佐道紳一、吉岡大樹、本多美佳子、山根理恵子、吉岡寿麻子、澤井豊光、松尾信子、須

山尚史、樋口則英、前立腺がんに対するドセタキセル療法後の顆粒球コロニー刺激因子

（G-CSF）投与中に間質性肺炎を併発した1例、日本病院薬剤師会雑誌、54(8) 、979-982、

2018. 

5. 橋詰淳哉、樋口則英、岸川礼子、赤松隼人、室高広、中村忠博、北原隆志、松谷久、東

島彰人、佐々木均、地域連携に向けた病院薬剤師の関わりに関するアンケート調査、九

州薬学会雑誌、72, 81-86, 2018. 

 

【学会発表】 

B 国内発表 

（B-b）一般演題 



1. 橋詰淳哉、松丸由美、金澤絵莉、樋口則英、黄智剛、神田絋介、山崎拓也、本田琢也、

日高重和、佐々木均、室高広、ネダプラチン・5-FU 併用療法における発熱性好中球減

少症の危険因子解析、第 28 回日本医療薬学会年会（兵庫）、2018 年 11 月． 

2. 吉野走、山根理恵子、佐道紳一、本吉康英、市川辰樹、樋口則英、ピボキシル基含有

抗菌薬中止により高アンモニア血症が改善した成人肝硬変症例、第 28 回日本医療薬学

会年会（兵庫）、2018 年 11 月． 

3. 大山要、齋藤遥、日高匡章、中川博雄、今村政信、室高広、樋口則英、江口晋、中嶋

幹郎、手術部位感染予防での抗菌薬の適正使用を目指した血中薬物濃度と皮膚分布量

の相関解析、第 29 回クロマトグラフィー科学会議（愛知）、2018 年 11 月． 

4. 廣兼誠、佐道紳一、吉野走、山根理恵子、本多美佳子、林田颯志、小川正信、中村達

也、浦松正、樋口則英、慢性腎臓病教育入院における医薬品教育資料作成と評価、第

79 回九州山口薬学大学（大分）、2018 年 11 月． 

 

 

2017年業績 

【論文発表】 

A欧文 

（A-a）原著論文 

1. Ishikawa T, Otaki H, Mizuta S, Kuriyama M, Onomura O,Higuchi N, 

Nakashima M, Nakashima M, Ohyama K, Computational study of the 

competitive binding of valproic acid glucuronide and carbapenem antibiotics 

to acylpeptide hydrolase, Drug Metabolism and Pharmacokinetics, Volume 

32(4), 201-207, 2017, (DOI: 10.1016/j.dmpk.2017.04.002). 

 

B邦文 

（B-a）原著論文 

1. 寺田早絵、吉岡大樹、木下真理子、林田颯志、佐道紳一、古殿真之介、樋口則英、急性

心筋梗塞後早期に発症した薬剤性横紋筋融解症の1例、日本病院薬剤師会雑誌、53(11), 

1377-1381, 2017. 

2. 馬場安里、樋口則英、橋詰淳哉、黒崎友亮、嶺豊春、北原隆志、中村忠博、佐々木均、

室高広、病棟専任薬剤師の入院患者のポリファーマシーに対する薬剤中止提案の実態調

査、日本病院薬剤師会雑誌，53(9),1125-1129, 2017. 

3. 藤田有紀子、佐道紳一、増山純二、黒坂升一、兼松隆之、NOAC適正使用における理解

度調査と課題、日本臨床救急医学会、20(4), 581-587, 2017. 

4. 吉岡大樹、森善洋、寺田早絵、吉野走、小坂幹子、竹本智子、森崎慎太郎、小寺宏平、



樋口則英、ラニチジン投与を契機にアカシジアを発症した婦人科癌の1例、日本病院薬剤

師会雑誌，53(3),295-298, 2017. 

5. 藤田文彦、三浦伊代、樋口則英、山野修平、世羅至子、山口大輔、久松徳子、稲岡奈津

子、松永典子、田嶋真理子、田島純子、長崎大学病院及び長崎西彼地区のＮＳＴ活動状

況について～第７回長崎西彼ＮＳＴ研究会のアンケート結果～、長崎県医学会雑誌、92

（1）、12-16、2017. 

 

【学会発表】 

B国内発表 

（B-b）一般演題 

1. 本多美佳子、吉岡大樹、佐道紳一、吉野走、岡正拓、永延佳子、鎌田昭江、樋口則英、

高カリウム血症に対するグルコース・インスリン(GI)療法の調査解析、第27回日本医療薬

学会年会（千葉）、2017年11月． 

2. 森善洋、吉岡大樹、佐道紳一、竹本智子、小坂幹子、峯孝志、樋口則英、薬剤部からの

提案タイミングがHBV関連検査項目測定率へ及ぼす影響、第27回日本医療薬学会年会（千

葉）、2017年11月． 

3. 松永典子、樋口則英、渡辺一章、井上高彦、増田淳士、吉村彰剛、廣瀬知子、北原隆志、

佐々木均、長崎県における経管投与患者に対する薬学的管理チェックシートの導入、第

27回日本医療薬学会年会（千葉）、2017年11月 

4. 髙橋洋一、戸田聡美、三藤大地、樋口則英、市川辰樹、橋口順康、兼松隆之、研究関連

専門部門である研究開発センター設立による効果、第56回全国自治体病院学会（千葉）、

2017年10月19日～20日 

5. 山下真由美、植木菜美、永延佳子、山下理恵、古川千香、本田真美、鎌田昭江、吉岡大

樹、兼松隆之、糖尿病教育入院時の薬剤師によるアンケート調査、第55回日本糖尿病学

会九州地方会（宮崎）、2017年10月． 

6. 永延佳子、有森春香、山下真由美、山下理恵、本田真実、鎌田昭江、高橋洋一、兼松隆

之、DPP-4阻害薬の連日製剤から週１製剤への変更による効果の検討、第55回日本糖尿

病学会九州地方会（宮崎）、2017年10月． 

7. 橋詰淳哉、樋口則英、岸川礼子、赤松隼人、室高広、中村忠博、北原隆志、松谷久、東

島彰人、佐々木均、地域連携に向けた病院薬剤師の関わりに関するアンケート調査（宿

題委託報告）、第78回九州山口薬学大会（宮崎）、2017年9月 

8. 小川正信、吉野走、藤田有紀子、森善洋、須田久美子、中村達也、樋口則英、病棟薬剤

師による各病棟での研修会（麻薬管理及び抗がん剤取扱い）の実施と評価、第78回九州

山口薬学大会（宮崎）、2017年9月． 

9. 仮屋洋佑、黒崎友亮、樋口則英、中村忠博、北原隆志、佐々木均、室高広、長崎大学病

院における退院時服薬指導の実施状況に関する調査、第78回九州山口薬学大会（宮崎）、



2017年9月 

10. 山下真由美、鎌田昭江、永延佳子、植木菜美、本田真美、古川千香、吉岡大樹、兼松隆

之、糖尿病教育入院患者における薬剤師の説明内容の理解度に関するアンケート調査、

第6回日本くすりと糖尿病学会学術集会（東京）、2017年9月． 

11. 松丸由美、橋詰淳哉、金澤絵莉、樋口則英、黄智剛、神田絋介、山崎拓也、本田琢也、

日高重和、佐々木均、室高広、ネダプラチン・5-FU併用療法における好中球減少の危険

因子解析、医療薬学フォーラム2017（鹿児島）、2017年7月1日～2日 

12. 山下真由美、有森春香、鎌田昭江、渡部太郎、山下理恵、近藤直幸、高瀬智子、本田真

美、古川智香、吉岡大樹、樋口則英、兼松隆之、DPP-4阻害薬の連日製剤から週１回製

剤への変更時の意識調査、第60回日本糖尿病学会学術集会（愛知）、2017年5月． 

13. 鎌田昭江、有森春香、渡部太郎、村井春霞、早崎夕姫、天本崇子、山下理恵、小田めぐ

み、山下真由美、荒木佐矢香、猪野恵美、兼松隆之、１週間の当院糖尿病教育入院の効

果の検討、第60回日本糖尿病学会学術集会（愛知）、2017年5月． 

14. 山下理恵、鎌田昭江、有森春香、渡部太郎、馬場かおり、小田めぐみ、山下真由美、荒

木佐矢香、猪野恵美、兼松隆之、チームビルディングによる糖尿病チームの活性化、第

60回日本糖尿病学会学術集会（愛知）、2017年5月． 

15. 水田賢志、石川岳志、大滝大樹、栗山正巳、尾野村治、樋口則英、中嶋弥穂子、中嶋幹

郎、大山要、バルプロ酸とカルバペネム系抗菌薬の相互作用機序の計算化学的考察、日

本薬学会第137年会（仙台）、2017年3月 

16. 橋詰淳哉、松丸由美、金澤絵莉、樋口則英、黄智剛、兒玉幸修、神田絋介、山崎拓也、

本田琢也、日髙重和、中村忠博、北原隆志、佐々木均、室高広、ネダプラチン・5-FU併

用療法における血小板減少の危険因子解析、日本薬学会第137年会（仙台）、2017年3月 

17. 中村達也、吉岡大樹、寺田早絵、土居菜美子、小川正信、樋口則英、薬剤部疑義照会記

録の電子化と医薬品安全使用のための業務改善、日本医療マネジメント学会第17回長崎

支部学術学会（長崎）、2017年2月 

18. 森善洋，吉岡大樹，佐道紳一，竹本智子，小坂幹子，峯孝志、樋口則英、当院における

がん化学療法患者のHBV再活性化に対する薬剤部関与の効果と問題点の把握、日本医療

マネジメント学会第17回長崎支部学術学会（長崎）、2017年2月 

19. 小川正信、吉岡大樹、藤田有紀子、須田久美子、中村達也、樋口則英、病棟薬剤師によ

る各病棟での麻薬管理研修会実施と評価、日本医療マネジメント学会第17回長崎支部学

術学会（長崎）、2017年2月 

20. 吉岡大樹、森善洋、寺田早絵、吉野走、小坂幹子、竹本智子、森崎慎太郎、小寺宏平、

樋口則英、ラニチジン投与を契機にアカシジアを発症した婦人科がんの1例の解析と対応、

日本医療マネジメント学会第17回長崎支部学術学会（長崎）、2017年2月 

 

 



2016年業績 

【論文発表】 

A欧文 

（A-a）原著論文 

1. Araki C, Yoshimura M, Fukumitsu Y, Ma S, Ishida T, Urabe S, Matsushima K, Honda T, Uehara 

R, Fukuda Y, Takeshima F, Higuchi N, Isomoto H, Nakao K and Tsukamoto K*, The evidence of 

genetic polymorphisms of genes involved in the P2RX7 signaling pathway as predictive 

biomarkers for response and loss of response to infliximab against Crohn's disease, Integr Mol 

Med., 3(6), 1-15, 2016.  

2. Mawatari T, Yoshida E, Higuchi N, Sato K, Inamine T, Kondo S, Fukushima K, Suyama N, 
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